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	スライド 1
	スライド 2:  ■メッセージ  人はみな何らかの支えが必要な存在です。 「たりないもの、できないこと」があるからこそ、巡り合う人々と「支え合う喜び」に出会えます。誰もが未完だからこそ、その先に輝きがあって、互いにそれを受け入れ、認め合えたら世界はきっと、もっと優しくなります。 全ての人が生まれるときにもらってきた「愛」という種。人生はその種まき。その種を芽吹かせ、育ててくれるのは心通う人、人々との出会いです。そこで今年度は時代を超えて世界中で愛されるグリム童話の「ブレーメンの音楽隊」をモチーフにしたオリ

